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過塩素酸（CAS no. 7601-90-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

過塩素酸の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、抗甲状腺ホルモ

ン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用及び甲状

腺への影響を示すこと、疫学的調査の報告において、抗甲状腺ホルモン様作用を示すことが示唆さ

れた。 

 

(１)生態影響(魚類) 

 Liu ら(2006)によって、過塩素酸ナトリウム 10、100μg/L (NaClO4換算設定濃度)に約 2.5ヶ月齢

から 90日間ばく露した雄ゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が検討されている。その結果

として、10μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞内コロイド面積率の低値、甲状腺濾胞上皮細胞厚、

甲状腺濾胞内血管新生密度の高値、100μg/L のばく露区で甲状腺濾胞内コロイド面積の低値、

甲状腺濾胞過形成発生率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：甲状腺への影響 

 Mukhi ら(2005)によって、過塩素酸アンモニウム 11±0、90±3、1,131±23、11,480±335μg/L (ClO4

－換算測定濃度)に 12 週間ばく露した成熟雌雄ゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響が検討され

ている。その結果として、11μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞でのコロイド状サイロイドリン

グ(抗サイロキシン免疫抗体反応)密度の低値、90μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞内血管新生

密度の高値、1,131μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞細胞厚の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：甲状腺への影響 

 Li ら(2011)によって、過塩素酸マグネシウム５、50μg/L (ClO4
－換算設定濃度)に受精後 72時間

齢から 21日間ばく露したチャイニーズレアミノー(Gobiocypris rarus)への影響が検討されてい

る。その結果として、50μg/Lのばく露区で全身中甲状腺関連遺伝子 d2 mRNA相対発現量の高

値が認められた。 

また、過塩素酸マグネシウム５、50μg/L (ClO4
－換算設定濃度)に４ヶ月齢から 21日間ばく露

したチャイニーズレアミノー(G. rarus)への影響が検討されている。その結果として、雄におい

て、５μg/L以上のばく露区で脳中甲状腺関連遺伝子 d2 mRNA相対発現量、脳中甲状腺関連遺

伝子 d3及び nis mRNA相対発現量の低値、肝臓中甲状腺関連遺伝子 nis mRNA相対発現量の高

値、50μg/Lのばく露区で血漿中トリヨードサイロニン濃度の低値が認められた。雌において、

５μg/L以上のばく露区で脳中甲状腺関連遺伝子 d3及び nis mRNA相対発現量の低値、肝臓中

甲状腺関連遺伝子 nis mRNA相対発現量、肝臓体指数の高値が認められた。 
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想定される作用メカニズム：視床下部－下垂体－甲状腺軸への作用 

 Schmidt ら(2012)によって、過塩素酸カリウム 62.5、125、250、500、5,000μg/L (KClO4換算設

定濃度)に受精後３日齢から 35 日間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が検討

されている。その結果として、125μg/L 以上のばく露区で肥満度(condition factor)の低値、

5,000μg/L のばく露区で全身中サイロキシン濃度の低値、下垂体中甲状腺刺激ホルモン産生細

胞数、腺性下垂体表面積、腺性下垂体表面積/神経性下垂体表面積比の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：甲状腺への影響 

 Bradford ら(2005)によって、過塩素酸ナトリウム 180±103、900±360、7,100±390、68,000±4,000、

667,000±49,000μg/L (ClO4
－換算測定濃度)に 30 日間ばく露した成熟雌カダヤシ属の一種

(Gambusia holbrooki)への影響が検討されている。その結果として、180μg/L以上のばく露区で

全身中サイロキシン濃度の低値、甲状腺濾胞上皮細胞厚、甲状腺濾胞過形成発生率、甲状腺濾

胞肥大発生率、甲状腺濾胞内コロイド減少発生率、甲状腺損傷重篤度(組織病理学的スコア)の

低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Park ら(2006)によって、過塩素酸ナトリウム 1,150±100、7,310±3,320、99,250±9,960μg/L (ClO4

－換算測定濃度)へに最長８週間ばく露した成熟雌カダヤシ属の一種(G. holbrooki)への影響が検

討されている。その結果として、1,150μg/L 以上のばく露区で６週間後の甲状腺濾胞過形成発

生率及び重篤度、甲状腺濾胞肥大発生率及び重篤度、甲状腺濾胞内コロイド減少発生率及び重

篤度、８週間後の同腹卵数/標準体長の高値、1,150 及び 99,250μg/Lのばく露区で８週間後の生

殖腺体指数の高値、99,250μg/Lのばく露区で８週間後の同腹卵一個当り重量の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Raldúa ら(2009)によって、過塩素酸カリウム 10、180、540、1,260、1,980μM(=995、17,900、53,700、

125,000、197,000μg/L、ClO4
－換算設定濃度)に受精後 48時間齢から受精後 120時間齢までばく

露したゼブラフィッシュ (Danio rerio)への影響が検討されている。その結果として、

180μM(=17,900μg/L)以上のばく露区で甲状腺濾胞中抗サイロキシン免疫抗体反応強度の低値

が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 

 Patiño ら(2003)によって、過塩素酸アンモニウム 18,000±200、677,000±22,000μg/L (ClO4
－換算測

定濃度)に最長８週間ばく露した成熟雌雄ゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響が検討されてい

る。その結果として、18,000μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞細胞核面積、甲状腺濾胞内血管

新生発生率の高値、18,000μg/Lのばく露区で甲状腺濾胞過形成発生率、甲状腺濾胞内コロイド

減少発生率の高値、677,000μg/Lのばく露区で４週間後の累積産卵容積の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Mukhi ら(2007)によって、過塩素酸ナトリウム 100,000、250,000μg/L (ClO4
－換算設定濃度)に受

精後３日齢から最長受精後 43 日齢までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響が検討

されている。その結果として、100,000μg/L 以上のばく露区で受精後 43 日齢での体長の低値、

受精後 33日齢での甲状腺濾胞上皮細胞厚、甲状腺濾胞内コロイド減少重篤度の高値、100,000

と 250,000μg/Lの濃度で雄性比の濃度相関的減少傾向(区間有意差検定なし)が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺への作用、抗甲状腺ホルモン様作用 
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(２)生態影響(両生類) 

 Golemanら(2002)によって、過塩素酸アンモニウム 5±2、18±2、146±6、1,412±32、14,400±70、

133,000±2,500、425,000±45,000μg/L (ClO4
－換算測定濃度)にNF stage ４～10(産卵 24時間未満胚)

から 70日間ばく露したアフリカツメガエル(Xenopus laevis)への影響が検討されている。その結

果として、５μg/L 以上のばく露区で前肢出現率の低値、18μg/L 以上のばく露区で後肢長、尾

完全消失率の低値が認められた。 

また、過塩素酸アンモニウム 19,800±6,700μg/L (ClO4
－換算測定濃度)に NF stage 60 幼生から

14 日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、

尾完全消失率の低値、尾長の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Hu ら(2006)によって、過塩素酸ナトリウム 0.87±0.09、8.18±0.38、93.24±7.45、1,130.71±29.83μg/L 

(ClO4
－換算測定濃度)に NF stage ４～10(産卵 24 時間未満胚)から最長 69 日間ばく露したアフ

リカツメガエル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、8.18μg/L以上のばく露

区で 38 日後の甲状腺濾胞内コロイド状サイロイドリング(抗サイロキシン免疫抗体反応)密度

の低値、93.24μg/L以上のばく露区で 69日後の前肢出現率、尾完全消失率、後肢長の低値、38

日後の甲状腺濾胞上皮細胞厚、甲状腺濾胞内コロイド減少スコアの高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Tietgeら(2005)によって、過塩素酸ナトリウム 18±1、62±1、247±11、972±23、4,000±25μg/L (ClO4

－換算測定濃度)に NF stage 54幼生から 14日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影

響が検討されている。その結果として、18μg/L以上のばく露区で甲状腺濾胞内コロイド減少発

生頻度、甲状腺濾胞細胞肥大発生頻度及び重篤度、甲状腺濾胞細胞過形成発生頻度及び重篤度

の高値、247μg/L以上のばく露区で到達 NF stageの低値、体重の高値が認められた。 

また、過塩素酸ナトリウム 9±1、17±1、34±1、69±2、127±3μg/L (ClO4
－換算測定濃度)に NF 

stage 51 幼生から 44日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影響が検討されている。

その結果として、69μg/L以上のばく露区で甲状腺総面積の高値が認められた。 

また、過塩素酸ナトリウム 18±1、62±1、247±11、972±23、4,000±25μg/L (ClO4
－換算測定濃度)

に NF stage 51幼生から 14日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影響が検討されて

いる。その結果として、247μg/L以上のばく露区で到達 NF stageの低値、4,000μg/Lばく露区で

体重の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Golemanら(2002)によって、過塩素酸アンモニウム２±１、59±5、14,140±348μg/L (ClO4
－換算

測定濃度)にNF stage ４～10(産卵24時間未満胚)から70日間ばく露したアフリカツメガエル(X. 

laevis)への影響が検討されている。その結果として、59μg/L以上のばく露区で全身中サイロキ

ン濃度、雄性比、後肢長さの低値、甲状腺濾胞上皮細胞厚の高値、14,140μg/Lのばく露区で前

肢出現率、尾完全消失率の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Hornungら(2010)によって、過塩素酸ナトリウム 0.04～44μM(=５～5,000μg/L、ClO4
－換算濃度)
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に 48時間ばく露したNF stage 59アフリカツメガエル(X. laevis)幼生由来甲状腺による甲状腺刺

激ホルモン誘導性サイロキシン分泌阻害試験が検討されている。その結果として、過塩素酸ナ

トリウムは、IC50値 1.2μM(=150μg/L、ClO4
－換算濃度)の濃度で分泌を阻害した。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 

(３)生態影響(鳥類) 

 Chen ら(2008)によって、過塩素酸アンモニウム 2,000、4,000mg/L (NH4ClO4換算飲水中設定濃

度)を３～４ヶ月齢から６週間飲水投与した雌ニホンウズラ(Coturnix japonica)への影響が検討

されている。その結果として、2,000mg/L以上のばく露群で甲状腺中サイロキシン濃度の低値、

甲状腺絶対重量の高値、4,000mg/L のばく露群で血漿中サイロキシン濃度、甲状腺中トリヨー

ドサイロニン濃度、日毎産卵数の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲

状腺軸への作用、毒性 

 

(４)甲状腺影響 

 York ら(2005)によって、過塩素酸アンモニウム 0.01、0.1、１、30mg/kg/dayを交配 14日前から

最長哺育 10 日目まで飲水投与した SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

妊娠 21日目母動物において、0.01mg/kg/day以上のばく露群で血清中サイロキシン濃度の低値、

血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、30mg/kg/day のばく露群で血清中トリヨードサイロニ

ン濃度の低値、甲状腺絶対及び相対重量、甲状腺濾胞内コロイド減少発生率、甲状腺濾胞肥大

発生率の高値が認められた。哺育 10日目母動物において、0.01mg/kg/day以上のばく露群で血

清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、30mg/kg/day のばく露群で血清中サイロキシン濃度の低

値、甲状腺絶対及び相対重量、甲状腺濾胞内コロイド減少発生率、甲状腺濾胞肥大発生率の高

値が認められた。22 日齢雄仔動物において、0.01mg/kg/day 以上のばく露群で血清中サイロキ

シン濃度の低値、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、１mg/kg/day 以上のばく露群で血清

中トリヨードサイロニン濃度の低値、30mg/kg/day のばく露群で体重、甲状腺絶対及び相対重

量、甲状腺濾胞内コロイド減少発生率の高値が認められた。22 日齢雌仔動物において、

0.01mg/kg/day以上のばく露群で体重の高値、0.1mg/kg/day以上のばく露群で血清中甲状腺刺激

ホルモン濃度の高値、１mg/kg/day 以上のばく露群で甲状腺絶対及び相対重量の高値、

30mg/kg/day のばく露群で血清中トリヨードサイロニン濃度の低値、甲状腺濾胞内コロイド減

少発生率の高値が認められた。なお、妊娠期間日数、同腹着床数、同腹新生仔数、同腹死産仔

数、新生仔死亡率(１、２～５、６～８日齢)、新生仔体重(１、８、10 日齢)には影響は認めら

れなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Siglin ら(2000)によって、過塩素酸アンモニウム 0.01、0.05、0.2、１、10mg/kg/dayを７週齢か

ら 90 日間飲水投与した雌雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

0.01mg/kg/day 以上のばく露群で雌雄血清中サイロキシン濃度、雌雄血清中トリヨードサイロ

ニン濃度の低値、0.2mg/kg/day 以上のばく露群で雄血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、

10mg/kg/day 以上のばく露群で雌雄甲状腺絶対及び相対重量、雌血清中甲状腺刺激ホルモン濃

度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
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 Paulus ら(2007)によって、過塩素酸カリウム 0.14、0.69、3.4mg/kg/dayを８週齢以上から５週間

飲水投与した雌 SD ラット(普通餌にて飼育)への影響が検討されている。その結果として、

0.14mg/kg/day以上のばく露群で甲状腺ヨウ素取り込み率の低値が認められた。 

また、過塩素酸カリウム 0.14、0.69、3.4mg/kg/day を８週齢以上から５週間飲水投与した雄

SD ラット(投与期間も含め 14 週間ヨウ素欠乏餌にて飼育)への影響が検討されている。その結

果として、3.4mg/kg/dayのばく露群で甲状腺ヨウ素取り込み率の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 York ら(2004)によって、過塩素酸アンモニウム 0.1、１、３、10mg/kg/dayを妊娠０日目から哺

育 10 日目まで飲水投与した SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、１

mg/kg/day 以上のばく露群で５日齢雄仔動物の甲状腺濾胞内腔直径、５日齢仔動物(雌雄混合)

血清中サイロキシン濃度、５日齢仔動物(雌雄混合)血清中トリヨードサイロニン濃度の低値、

３mg/kg/day 以上のばく露群で５日齢雄仔動物の甲状腺濾胞内腔面積、５日齢雌仔動物の甲状

腺濾胞肥大重篤度、５日齢雌仔動物の甲状腺濾胞内腔直径の低値、10mg/kg/day のばく露群で

５日齢雄仔動物の甲状腺濾胞肥大重篤度、５日齢雌仔動物の甲状腺濾胞内腔面積の低値、５日

齢仔動物(雌雄混合)血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、５日齢雌仔動物の甲状腺濾胞上皮細胞厚

の高値が認められた。 

なお、妊娠期間、着床数、同腹生存新生仔数、１、８、14、22 日齢新生仔体重、67～92 日

齢雄仔動物包皮分離日、雌仔動物膣開口日、哺育 22日目母動物体重、哺育 22日目母動物の甲

状腺絶対及び相対重量、哺育 22 日目母動物の甲状腺濾胞コロイド減少発生頻度及び重篤度、

哺育 22日目母動物の甲状腺濾胞肥大発生頻度、哺育 22日目母動物の甲状腺濾胞過形成発生頻

度、67～69、81～86、90～92 日齢仔動物体重、67～69、81～86、90～92 日齢仔動物の甲状腺

絶対及び相対重量、90～92日齢仔動物の甲状腺濾胞コロイド減少発生頻度及び重篤度、90～92

日齢仔動物の甲状腺濾胞肥大発生頻度、90～92 日齢仔動物の甲状腺濾胞過形成発生頻度、12

日齢仔動物脳絶対重量、81～86 日齢仔動物終脳絶対相対重量、81～86 日齢仔動物間脳及び中

脳絶対相対重量、81～86 日齢仔動物延髄及び脳橋絶対相対重量、81～86 日齢仔動物小脳絶対

相対重量、23～32 日齢仔動物の受動的回避行動試験、59～70 日齢仔動物の水迷路行動試験、

14、18、22、59 日齢仔動物の自発運動試験、23、60 日齢仔動物の聴覚性驚愕行動試験には影

響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Gilbert と Sui(2008)によって、過塩素酸アンモニウム 4.5±0.11、44.2±0.70、140.3±2.95mg/kg/day

を妊娠６日目から出産後 30日目まで飲水投与した LEラットへの影響が検討されている。その

結果として、4.5mg/kg/day以上のばく露群で雌雄仔動物海馬シナプス伝達におけるフィールド

ポテンシャルベースラインの低値、44.2mg/kg/day以上のばく露群で 21 日齢雌雄仔動物血清中

サイロキシン濃度、21日齢雌雄仔動物血清中トリヨードサイロニン濃度の低値、140.3mg/kg/day

のばく露群で母動物血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、雌雄仔動物海馬シナプス伝達における

long-term potentiation (LTP)の高値が認められた。 

なお、母動物体重、母動物血清中トリヨードサイロニン濃度、仔動物体重、仔動物脳絶対重

量、仔動物海馬絶対重量、21日齢仔動物血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、仔動物の自発運動試

験成績、仔動物の Morris 水迷路試験成績、仔動物の恐怖条件付試験成績には影響は認められな

かった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 York ら(2001)によって、過塩素酸アンモニウム 0.01、0.1、１、10、30、100mg/kg/dayを妊娠６
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日目から妊娠 28 日目まで飲水投与した NZW ウサギへの影響が検討されている。その結果と

して、10mg/kg/day以上のばく露群で甲状腺濾胞上皮細胞肥大発生率の高値、30mg/kg/dayのば

く露群で血清中サイロキシン濃度の低値が認められた。 

なお、体重、妊娠子宮絶対重量、甲状腺絶対及び相対重量、血清中トリヨードサイロニン濃

度、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、黄体数、着床数、同腹胎仔数、吸収胚を含む妊娠数、同

腹生存胎仔体重、変化の認められる胎仔率には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Stokerら(2006)によって、過塩素酸アンモニウム 62.5、125、250、500mg/kg/dayを 21日齢から

53 日齢まで経口投与した雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、

62.5mg/kg/day 以上のばく露群で甲状腺濾胞内コロイド面積の低値、甲状腺濾胞上皮細胞厚の

高値、125mg/kg/day以上のばく露群で血清中サイロキシン濃度の低値、血清中甲状腺刺激ホル

モン濃度の高値、250mg/kg/dayのばく露群で血清中テストステロン濃度の高値が認められた。 

なお、体重、前立腺腹葉絶対重量、精嚢絶対重量、右精巣絶対重量、左精巣絶対重量、右精

巣上体絶対重量、両腎臓絶対重量、肝臓絶対重量、下垂体前葉絶対重量、包皮分離日、血清中

トリヨードサイロニン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 

 

(５)疫学的調査 

 Brechnerら(2000)によって、過塩素酸アンモニウムについて、米国 Arizona州において 1994年

10 月から 1997年 12月にかけて、母親の水道水経由ばく露(過塩素酸アンモニウムに汚染され

た Mead湖下流の Colorado 川由来)と新生児甲状腺影響との関連性について検討されている。

その結果として、ばく露群(Yuma地域に居住する母親が出産した新生児 1,099件、1999年８月

の水道水中過塩素酸濃度６ppb)と対照群(Flagstaff地域に居住する母親が出産した新生児 443件、

1999 年９月の水道水中過塩素酸検出なし)との比較において、新生児血清中甲状腺刺激ホルモ

ン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 

 Steinmaus ら(2010)によって、過塩素酸について、米国 California 州において 1998 年にかけて、

母親の水道水経由ばく露と新生児甲状腺影響との関連性について検討されている。その結果と

して、ばく露群(出産 45,750 件、母親平均年齢 27.5±6.2 歳、水道水中過塩素酸濃度５μg/L 超)

と非ばく露群(出産 451,708 件、母親平均年齢 28.1±6.3 歳、水道水中過塩素酸濃度５μg/L以下)

との比較において、新生児血中甲状腺刺激ホルモン濃度(出産後 24時間以内に採血)が 25μU/mL

以上となる率の補正オッズ比、新生児血中甲状腺刺激ホルモン濃度(出産後 24時間以後に採血)

が８μU/mL以上となる率の補正オッズ比の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 

 Braverman ら(2005)によって、過塩素酸アンモニウムについて、米国 Utah 州 Cedar 市の工場内

において 2004 年４月から 2004 年７月にかけて、ばく露による甲状腺影響が検討されている。

その結果として、ばく露群(過塩素酸アンモニウム工場作業従事者 29 名、作業従事歴 1.7 年以

上。血清中過塩素酸濃度は作業ばく露中で 838.4±1,268.4μg/L、作業ばく露前で 2.0±7.6μg/L)の

作業ばく露中と作業ばく露前との比較において、放射性ヨウ素の甲状腺摂取の低値、血清中サ

イロキシン濃度、トリヨードサイロニン濃度、血漿中遊離サイロキシン係数の高値が認められ

た。 
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なお、ばく露群(同上)と対照群(同地域の非ばく露ボランティア 12名。ばく露群と年齢、身

長、体重に有意差なし。血清中過塩素酸濃度 0.0μg/L=原著記載通り)との作業ばく露前での比較

において、尿中ヨウ素/クレアチニン比の低値が認められた。 

なお、血清中甲状腺関連ホルモン(甲状腺刺激ホルモン、サイロキシン、トリヨードサイロニ

ン)、血清中遊離サイロキシン係数、血清中サイログロブリン濃度、甲状腺体積に差は認められ

なかった。 

また、作業ばく露中での比較においても、血清中甲状腺関連ホルモン(甲状腺刺激ホルモン、

サイロキシン、トリヨードサイロニン)、血清中遊離サイロキシン係数、血清中サイログロブリ

ン濃度、甲状腺体積、尿中ヨウ素/クレアチニン比に差は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 
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